
他

力

-

住
職
便
り-

第

号
（
令
和
六
年
五
月
）

32専
徳
寺
住
職

弘
中
満
雄

【
記
念
事
業
】

親
鸞
聖
人
ご
誕
生

年
・
立
教
開
宗

年
。

850

800

浄
土
真
宗
は
今
、
大
き
な
慶
び
の
時
で
す
。

さ
ら
に
本
年
は
、
専
徳
寺
が
で
き
て

年
、

400

ま
た
再
来
年
は
、
専
徳
寺
本
堂
の
阿
弥
陀
如
来

ご
本
尊
を
迎
え
て

年
と
な
り
ま
す
。

300

こ
の
大
き
な
節
目
を
ご
縁
に
、
こ
れ
か
ら
の

浄
土
真
宗
・
専
徳
寺
の
法
義
繁
昌
を
願
っ
て
、

記
念
事
業
に
着
手
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
三
門
】

記
念
事
業
の
内
容
は
三
門

（
山
門
）
修
復
を
中
心
と
し
た

境
内
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

お
寺
の
正
門
で
あ
る
三
門
。

専
徳
寺
の
三
門
は
、
両
横
に
小
門
を
配
し
た

本
格
的
な
城
門
造
り
。
ケ
ヤ
キ
材
が
使
わ
れ
、

歴
史
的
に
も
古
く
、
本
堂
と
同
じ

年
前
の
建

240

立
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

【
聖
道
門
】

三
門
の
名
の
由
来
は
、
仏
と
な
る
た
め
の
三

つ
の
修
行
「
三
解
脱
門
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

①

空

解
脱

一
切
の
存
在
は
空
で
あ
る
。

②
無
相
解
脱

一
切
が
空
で
あ
る
が
故
に
、

差
別
す
べ
き

相

は
な
い
。

③
無
願
解
脱

差
別
な
き
故
に
、
願
い
求
め

る
（
執

着
す
る
）
こ
と
は
何
も
な
い
。

人
生
の
苦
悩
の
原
因
は
煩
悩
に
あ
り
ま
す
。

修
行
を
つ
ん
で
執

着
心
の
煩
悩
が
消
え
、

苦
悩
が
解
決
さ
れ
た
境
涯
を
仏
と
い
い
ま
す
。

自
ら
の
力
で
修
行
し
煩
悩
を
断
っ
て
仏
と
な

る
道
、
こ
れ
を
「
聖
道
門
」
と
い
い
ま
す
。

【
浄
土
門
】

親
鸞
聖
人
が
お
す
す
め
く
だ
さ
っ
た
門
は

「
浄
土
門
」
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は
自
力
修
行

と
真
逆
の
他
力
の
道
。
阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
道

で
あ
り
、
本
願
を
聞
法
し
て
お
念
仏
す
る
道
、

浄
土
で
仏
と
な
ら
せ
て
い
た
だ
く
道
で
す
。

浄
土
門
は
、
煩
悩
を
お
さ
え
る
ど
こ
ろ
か
、

情
に
も
ろ
く
、
情
に
流
さ
れ
涙
を
な
が
す
、
そ

ん
な
私
た
ち
凡
夫
が
通
っ
て
い
け
る
門
で
す
。

様
々
な
事
情
を
か
か
え
な
が
ら
、
日
々
泣
き
、

笑
い
、
怒
る
と
い
う
凡
夫
の
心
情
を
さ
え
ぎ
る

こ
と
な
く
、
お
浄
土
へ
の
道
、
仏
の
道
に
向
か

わ
せ
る
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
こ
の
上
な
い
願
い

（
ご
本
願
）
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

【
門
徒
と
共
に
あ
る
人
生
】

住
職
に
な
っ
て

年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、

16

人
以
上
の
ご
門
徒
の
葬
儀
が
あ
り
ま
し
た
。

600
初
め
て
遇
う
故
人
も
い
れ
ば
、
お
茶
を
の
み

な
が
ら
笑
い
あ
っ
た
人
。
議
論
で
白
熱
し
た
人
、

悩
み
を
聞
い
て
泣
い
た
人
。
旅
行
に
い
っ
た
人
、

そ
し
て
共
に
お
念
仏
を
喜
ん
だ
人
。

「
す
べ
て
は
如
来
大
悲
の
出
来
事
な
り
。
」

ど
の
方
々
も
浄
土
真
宗
・
専
徳
寺
の
門
を
く

ぐ
っ
た
「
ご

徒
」
で
あ
り
、
そ
し
て
私
の
人

生
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
方
々
で
す
。

「
ま
た
お
浄
土
で
会
え
る
の
で
す
ね
。
」

そ
ん
な
事
を
三
門
を
眺
め
つ
つ

思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
（
終
）


